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高品質な製品設計を実施するには、干渉チェックは欠かすことのできない業務プロセスです。
しかし、複雑なサブアセンブリの検証には膨大な時間と労力がかかり、煩わしい行程や、無駄な待ち時間がエンジニアの皆様
の生産性を著しく低下させているばかりか、新製品の市場投入サイクルを遅らせている一つの原因となっています。
また、検査が頻繁に行えない結果、最終段階での設計変更による深刻な費用発生や、製品の品質低下をも招く恐れがあります。

が提案する新しい形態の干渉チェックは、グリッド用ミドルウェアである分散スケジューラーを利用して、
の干渉解析をグリッド環境に分散して高速処理するソリューションです。これにより干渉チェックにかかる時間を短縮し、設計
の品質向上と人的負担の軽減を実現します。

●複雑なモデルの干渉チェックには膨大な時
間が必要

開発過程における製品全体の干渉チェックは膨大な時

間が必要

新製品の市場投入の遅れによるビジネスチャンスの逸脱

●限られた 資源と、ますます短縮される開発
期間により不十分な干渉チェック

設計品質の低下による後工程や市場投入後に発生する

深刻な設計変更

コストの増大と顧客満足度の低下
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お客様のかかえる課題

●劇的なパフォーマンスの改善

●エンジニアは、複雑な 環境を意識する
必要がなくなる

●リスクと不良率の低減

反復的な干渉チェックが可能となり、

設計の品質向上、全体の製品設計サイクルが短縮

●コスト削減

データの正確性が増し設計の品質が向上するため、後工

程における設計変更が減少

●製品の市場投入サイクルが改善

製品設計における代替案の評価時間を短縮

より的確かつタイムリーな製品開発を実現

●干渉チェックによるエンジニアの生産性低下

手作業によるモデル分割と干渉チェックの実施

低頻度な干渉チェックによる設計へのフィードバックの遅れ
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古紙配合率100％の再生紙に、大豆油（SOY）インクで印刷しています。
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●このカタログで使用されている製品の写真は、出荷時のものと一部異なる場合があります。また、仕
様は事前の予告なしに変更する場合があります。●このカタログの情報は 年 月現在のもので
す。●製品、サービス等詳細については、弊社もしくは ビジネス・パートナーの営業担当員にご相談
ください。●当カタログ記載の製品にプリインストールあるいは添付されているソフトウェア製品につ
きましては、その梱包方法および内容物に関し、市販されているものとは異なる場合があります。

〒 　東京都港区六本木
　

IBM、e-businessロゴ、 、BladeCenter、pSeries、xSeriesは、IBM Corporationの商標。
Microsoft、Windowsは、Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標。
他の会社名、製品名、サービス名等は、それぞれ各社の商標または登録商標。 

詳細情報については、
IBM グリッド・コンピューティングのホームページ　http://www.ibm.com/grid/jp/ をご利用ください。

お問い合わせは、IBMビジネス・パートナー、製品販売店、弊社営業担当員
または、ダイヤルIBM( 0120-04-1992)へ。

受付時間：月～金　9:00～18:00  (祝日、12/30～1/3を除く)

携帯電話でおかけのお客様は下記の電話番号をご利用ください。
ダイヤルIBM 044-221-1522 (この場合、通話料金はお客様のご負担となります。)

導入事例

各実行ホストで必要な環境

● 以上

● 、 ナビゲーター、 コマンド

● ファイル共有のためのサーバー
系サーバー など）または同等のストレージ製品

詳細な情報につきましては をご覧ください。
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自動車産業において国際的なエンジニアリング設計会社である
社では、車両設計における干渉チェックで平均 時間という膨大な時

間を必要としていました。そのため、完全な車両の総合的な干渉チェックは
開発の最終段階に回されるケースが増え、さらにこの時点で干渉上の問題
が発生された場合には深刻な設計変更を余儀なくされるという状況にありま
した。 社は状況を打破するために、既存の インフラを活か
したグリッド環境の構築で干渉チェックを短縮するソリューションを採用。そ
の結果、右のような劇的な効果を得ることに成功しました。

時間かかっていた干渉チェックを 時間に短縮

干渉チェック回数を増やすことが可能になり不良
発生率を削減

エンジニアが設計に専念できる環境を確保

開発サイクルの短縮と品質向上によるコスト削減

市場投入サイクルの改善

サービスの前提条件

● ソフトウェアライセンスは、お客様が購入する必要があります。
● ソフトウェア製品以外の から提供されるプログラムは、
がその著作権を保持します。

● 将来の 等のバージョンアップに伴うプログラムの
修正、対応を保証するものではありません。

● 障害サポートは別途契約が必要です。
● サービス提供価格は、個別見積もりです。

導入による効果

がおすすめするサーバー製品
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